
情報数学 III — 演習問題（固有値と固有ベクトル）解答 （担当：佐藤 弘康）

問題 6.1.

(1) fA(t) = t2 − 5t + 6 = (t − 2)(t − 3)

(2) 2と 3

(3) α = 2のとき；(2E2 − A) =

(
−2 1

−2 1

)
−−−−−−→
行基本変形

(
−2 1

0 0

)
．

したがって，p2 = c

(
1

2

)
（ただし，c 6= 0は実数）．

α = 3のとき；(2E2 − A) =

(
−1 1

−2 2

)
−−−−−−→
行基本変形

(
−1 1

0 0

)
．

したがって，p3 = c

(
1

1

)
（ただし，c 6= 0は実数）．

(4)（省略）

問題 6.2. （以下，cは零でない実数とする）

(1) 固有値は −2と 1．

−2に関する固有ベクトルは c

(
2

1

)
，1に関する固有ベクトルは c

(
1

2

)
．

(2) 固有値は −1，固有ベクトルは c

(
−1

1

)
．

(3) 固有値は −3と 0．

−3に関する固有ベクトルは c

(
1

2

)
，0に関する固有ベクトルは c

(
2

1

)
．

(4) 固有値は 1
2
(3 ±

√
5)．

1
2
(3 +

√
5)に関する固有ベクトルは c

( √
5 − 1

2

)
，1

2
(3−

√
5)に関する固有ベク

トルは c

( √
5 + 1

−2

)
である．

(5) 固有値は 1, 2, 3．固有値はそれぞれ c


1

1

1

 , c


0

1

1

 , c


1

1

0

．

10


